
制作 麗澤大学出版会 東光整版印刷株式会社

2017年 3月10日 発行

発行所 麗澤大学経済学会

〒277-8686 千葉県柏市光ケ丘 2丁目 1番 1号 Tel. 04-7173-3601

代 表 者 下田健人

編集責任者 山下美樹

麗澤学際ジャーナル 第25巻

麗
澤
学
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル





































































麗
澤
大
学
経
済
学
会
役
員
な
ら
び
に
会
員

会

長

下
田
健
人

副

会

長

上
村
昌
司

豊
嶋
建
広

編
集
委
員

江
島
顕
一

齋
藤
之
誉

竹
内
啓
二

立
木
教
夫

Ｐ
・
Ｐ
・
ブ
ラ
ン
ビ
ー

堀
内
一
史

山
下
美
樹

Ｐ
・
Ａ
・
ラ
フ

正

会

員

阿
久
根
優
子

井
上
佳
織

上
元

亘

圓
丸
哲
麻

大
越
利
之

太
田
秀
也

大
塚
秀
治

大
野
正
英

大
場
裕
之

小
野
宏
哉

籠

義
樹

熊
野
留
理
子

近
藤
明
人

佐
久
間
裕
秋

佐
藤
仁
志

佐
藤
政
則

�
藤
涼
子

首
藤
聡
一
朗

鈴
木
大
介

髙

巖

高
辻
秀
興

趙

家
林

陳

玉
雄

徳
永
澄
憲

永
井
四
郎

中
川
敏
彰

中
島
真
志

中
野
千
秋

成
相

修

倍

和
博

長
谷
川
泰
隆

花
枝
美
恵
子

Ｒ
・
パ
ン
ダ

真
殿

達

水
野
時
孝

溝
口
哲
郎

八
木
秀
次

吉
田
健
一
郎

ラ
ウ

シ
ン

イ
ー

連

宜
萍

本
誌
は
︑
現
代
世
界
に
お
け
る
学
問
研
究
の
学
際
化
を
一
層
充

実
発
展
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
︑
一
九
九
三
年
三
月
麗
澤
大
学
経

済
学
会
に
よ
り
創
刊
さ
れ
︑
年
一
回
︑
三
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
る
︒

学
会
の
会
員
︑
非
会
員
を
問
わ
ず
︑
人
文
科
学
︑
社
会
科
学
︑
自
然

科
学
の
領
域
に
属
す
る
研
究
者
か
ら
の
投
稿
を
認
め
る
︒
た
だ
し
︑
非

会
員
の
投
稿
は
会
員
に
よ
る
推
薦
を
必
要
と
す
る
︒

︽
投
稿
規
定
︾

●
投
稿
論
文
の
内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
︑
研
究
ノ
ー
ト
︑
書
評
︑

そ
の
他
で
あ
る
こ
と
︒

●
内
容
区
分
と
字
数
制
限

①

論
文

一
〇
︑
〇
〇
〇
～
二
〇
︑
〇
〇
〇
字

②

研
究
ノ
ー
ト

八
︑
〇
〇
〇
～
一
六
︑
〇
〇
〇
字

③

書
評

四
︑
〇
〇
〇
字

④

そ
の
他

二
︑
〇
〇
〇
字

●
本
誌
は
編
集
委
員
会
か
ら
構
成
さ
れ
る
査
読
制
度
を
導
入
し
て
い

る
︒

●
採
否
は
編
集
委
員
会
が
決
定
し
︑
原
稿
受
領
後
八
週
間
以
内
に
連

絡
す
る
︒

●
原
稿
に
使
用
す
る
言
語
は
︑
原
則
と
し
て
日
本
語
と
英
語
と
す
る

が
︑
編
集
委
員
会
で
の
承
認
を
経
て
そ
の
他
の
言
語
の
使
用
も
認

め
る
︒

●
書
式
は
縦
横
自
由
で
あ
る
が
︑
論
文
に
は
︑
Ａ
�
ダ
ブ
ル
ス
ペ
ー

ス
で
一
枚
以
内
の
英
文
要
旨
を
添
付
す
る
こ
と
︒

●
投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
︑
電
子
化
し
︑
本
学
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
及
び
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
通
じ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

に
公
開
す
る
︒

︵
投
稿
に
関
す
る
連
絡
先
︶

〒
二
七
七
︱
八
六
八
六

千
葉
県
柏
市
光
ケ
丘
二
丁
目
一
番
一
号

麗
澤
大
学
経
済
学
会
R
JIS
編
集
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
四
︱
七
一
七
三
︱
三
六
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
︱
七
一
七
三
︱
一
一
〇
〇



Reitaku Journal
of

Interdisciplinary Studies

Volume 25 2017

ARTICLES

Emerging Synergy in India− Japan Relations㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀Rajaram Panda

A Study on Actual state and Problem of

Sublease Business in Rental housing㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀Hideya Ota

AConsideration of Customer Roles on the Service Standardization㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀Wataru Uémoto

Service-learning projects in higher education:

The outcomes and challenges of transforming studentsʼ learning㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀Miki Yamashita

On Karate at a Turning Point After the Ryukyu Annexation ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀

Tooru Kadekaru
Tatehiro Toyoshima

Kaori Inoshita
Communitarian View of Corporation: Through the Comparison with

Corporate-Community in Japanese Management Theory㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀Yuichi Otsuka

REVIEV ARTICLE

Research Methods 101 for the Political Analysis of

American Statecraft: A Critique ㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀Keita Omi




